
タカラバイオ遺伝子治療研究支援グラント 
 

遺伝子治療研究奨励賞（タカラバイオ賞） 
 

趣旨：遺伝子治療の研究開発の推進および遺伝子治療技術の普及と日本遺伝子治療学会

（JSGT）活性化のため、顕著な研究成果を上げた若手研究者に対して、「遺伝子治療研究

奨励賞（タカラバイオ賞）」を授与して顕彰すると共に、さらなる研究の発展を期待して

研究助成を行う。 

 

＜表彰等＞ 

・JSGT 学術集会総会において理事長が表彰すると共に、副賞（研究助成金）を授与する。 

・研究助成金額：１，０００，０００円 

・JSGT 学術集会において受賞講演を行う。 

 

＜公募・選考方法＞ 

１．応募資格：応募締切の時点で会員歴１年以上の JSGT 正会員で、JSGT 学術集会開催の

前年（今年の場合は 2009 年）に発表した遺伝子治療関連の原著論文の筆頭著者（あるいは

同等の contribution と記載された共著者）。 

 

２．応募方法：規定の申請書に必要事項と所属部署の責任者による推薦文を記入し、JSGT

事務局に審査対象の論文と共に提出する（メール送信可）。また、同一部署からの推薦

は 1件に限る。 

 

３．公募方法：JSGT ホームページで公募する。評議員にはメールで通知する。 

 

４．提出書類：申請書、及び審査対象となる原著論文の PDF ファイル。 

 

５．提出期限：今年の場合は、2010 年 3 月 15 日（月）（期限厳守）。 

 

６．選考方法：JSGT 理事が下記の方法により審査し、１名を選出する。 

 

７．経理報告書と研究成果報告書：１年後に提出する。 

 

 

 

申請書に記載する内容 

・ 氏名（署名捺印）、生年月日と年齢、所属、職名 

・ 所属先住所、連絡先 

・ 略歴（学歴・研究歴） 

・ 所属部署の責任者（氏名・役職）による推薦文と署名捺印 



・ 研究テーマ 

・ 審査対象の原著論文（タイトル・著者名・雑誌名・ページ・発表年） 

・ 研究成果（審査対象の原著論文の内容を中心とした研究成果を 1,200 字程度） 

・ 本研究の学術的特色と独創性及び発展性（600 字程度） 

・ 今後の研究計画（今後１年間とそれ以降に分けて、全体で 1,000 字程度） 

・ 研究助成金の支出内訳（100 万円の支出内訳の概略を記載する） 

・ 研究業績（原著論文、総説論文、学会発表） 

 

 

 

審査方法 

① 理事が審査員を務める。但し、関係者が応募している場合は審査に加わらない。理事１５

名のうち、最低でも過半数の 8 名が審査できる場合を有効とする。８名に満たない場合は、

監事（2 名）にも審査を依頼できる。（それでも審査員が不足する場合は、対応策を理事会

で協議する。） 

② A 評価対象論文の内容、B 研究実績、C 今後の研究計画を評価する（A をメインに、B,C も

考慮した総合評価）。 

③ 各審査員は上位から３番までを選び、１番を３点、２番を２点、３番を１点とする。合計

点で順位を決め、第１位を選出する。同点の場合は、決選投票を行う。 

 

▶関係書類送付先:下記のどちらかの方法でお送り下さい。 

 ①郵送の場合：〒169-8555 東京都新宿区大久保 3-4-1 55 号館 S-809 

         早稲田大学理工学術院先端システム医生物工学研究室 (浅野研究室) 

         日本遺伝子治療学会事務局 事務局長 浅野茂隆 宛 

 ②電子メール：日本遺伝子治療学会事務局 事務部門 Email:jsgt@js9.so-net.ne.jp 

 

提出締切日：2010 年 3 月 15 日（月）厳守！ 

 

   お問い合わせ先：日本遺伝子治療学会 (JSGT) 事務局 事務部門迄 Emailでお問い合せ下さい。 

Email:jsgt@js9.so-net.ne.jp 

 

 

以上 

 

 


